
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 参加料1000円徴収

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

3 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
20.8 ％

障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.7 ％

地域住民の参加人数 14 人 地域住民参加割合 100.0 ％

計 5 28 63 34 130

女性 2 10 29 18 59

合計

男性 3 18 34 16 71

人 総参加人数 130 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～

各地域協会および都道府県協会から、ホームページなどに掲載、募集して頂いた。

参加対象者 一般テニス指導者、愛好者、ジュニア選手の保護者など

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

9 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

14

年 3 月 18 日

主催者 【主催者】公益財団法人　日本テニス協会　医事委員会							

月 1 日 平成 30

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 平成 29 年 7

共催者

募集方法

【共催者】香川県テニス協会・大分県テニス協会・北海道テニス協会・東北テニス協会・関西テニス
協会・山口県テニス協会・沖縄県テニス協会・富山県テニス協会

開催場所 全国8地域（開催地は報告書参照）							

事業名 スポーツ傷害予防および競技力向上のためのスポーツ医・科学情報伝達講習会　〜安全に楽しくスポーツを！〜

事業の成果

本年度、本事業は全国9地域においてテニス指導者や愛好者を対象に、安全に楽しく活き活きとテニ
スを続けられるよう医科学情報伝達講習会を開催した。また同日に地域のトップジュニア選手とその
指導者および保護者を招集し、測定、分析、フィードバック、トレーニング指導を実践的に行い、そ
の様子を受講者であるテニス指導者や愛好者にも共有し、医科学的サポートの内容を伝達した。その
結果、受講者である地域の指導者、愛好者だけでなく、ジュニアコーチや保護者へと広く、安全に楽
しくテニスを行うための医科学的知見を広めることができた。さらに、本事業を通して関わった人同
士の社会的な繋がりは、将来的に日本のジュニアテニス選手育成のために重要なものと考えられる。

事業に対する評価
講習会講義後に受講者を対象とした記述アンケートより、「わかりやすい講義をありがとうございま
した。」、「ジュニア期の身体づくりに関する理論や方法を知ることができました」、「測定の方法
などを実践的に学ぶことができました。ありがとうございました。」などと評価を頂きました。

～

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 公益財団法人 日本テニス協会

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



事業名 スポーツ傷害予防および競技力向上のためのスポーツ医・科学情報伝達講習会　〜安全に楽しくスポーツを！〜

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 公益財団法人 日本テニス協会

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 記述式アンケート

情
報
公
開

の
公
表

事
業
実
施
計
画

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

助
成
金
の
使
途
に
関
す
る
情
報
の
公
開

事
業
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った 行わなかった


